
が
、
戦
後
の
医
療
政
策
、
制
缶

き
な
い
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
』

理
解
し
、
将
来
の
医
療
政
策
空

た
す
に
違
い
な
い
と
考
え
る
。

け
つ
が
れ
地
方
医
療
の
向
上
に
役
立
っ
た
多
く
の
病
院
な
ど
で
あ
る

が
、
戦
後
の
医
療
政
策
、
制
度
に
あ
た
え
た
思
想
的
影
響
も
無
視
で

き
な
い
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
医
療
政
策
を

理
解
し
、
将
来
の
医
療
政
策
を
推
進
す
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果

（
西
尾
市
民
病
院
）

前
回
の
本
学
会
総
会
に
お
い
て
演
者
は
「
多
聞
院
日
記
に
現
わ
れ

る
風
病
の
検
討
」
と
い
う
演
題
で
発
表
を
行
な
っ
た
。
そ
の
際
に
検

討
し
た
よ
う
に
、
風
病
と
い
う
の
は
大
体
に
お
い
て
精
神
神
経
疾
患

で
あ
る
。
今
回
は
病
名
に
風
と
い
う
文
字
が
入
っ
て
い
な
い
そ
れ
以

外
の
精
神
神
経
疾
患
を
取
り
ま
と
め
て
追
加
す
る
。
・

前
回
に
発
表
し
た
の
は
、
風
気
、
耳
風
、
頭
風
、
中
風
、
風
病
で

あ
り
、
今
回
追
加
す
る
の
は
、
中
気
、
滕
気
、
狂
気
、
狐
著
狂
気
、

脚
気
、
目
マ
イ
、
気
煩
、
心
煩
、
カ
ン
煩
、
カ
ン
ノ
虫
、
気
力
虫
で

あ
る
。中

気
の
用
例
は
「
夜
二
及
ビ
常
如
院
中
気
絶
入
ル
、
然
リ
ト
錐
、

殊
ナ
ル
儀
ナ
シ
」
と
い
う
一
例
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
日
記
に
は
前
回

報
告
し
た
よ
う
に
中
風
の
用
例
は
多
く
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
脳
卒
中

後
片
麻
揮
を
指
し
て
い
る
が
、
こ
の
用
例
の
場
合
の
中
気
と
い
う
の

（
誌
上
発
表
）

多
聞
院
日
記
に
現
わ
れ
る
精
神
神
経
疾
患

の
追
加

中

村

昭

(112） 112



は
一
過
性
脳
虚
血
症
状
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

朧
気
或
は
オ
ポ
ロ
ヶ
は
今
日
言
う
所
の
ボ
ケ
で
あ
り
、
次
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
。
「
長
賢
房
ハ
父
滕
気
見
舞
ノ
為
、
田
舎
へ
下
し

り
」
「
妙
法
印
昨
夜
ヨ
リ
珊
滕
気
ノ
由
、
珍
事
を
々
」
脳
動
脈
硬
化

性
の
ボ
ケ
症
状
で
あ
る
こ
と
が
大
体
想
像
で
き
る
。

つ
き

狐
著
狂
気
は
狐
愚
で
あ
り
「
番
条
五
郎
殿
狐
著
狂
気
云
を
」
と
あ

り
、
こ
の
時
代
（
天
正
年
間
）
に
お
け
る
こ
の
言
葉
の
用
例
と
し
て

注
目
す
る
価
値
が
あ
ろ
う
。

脚
気
は
そ
の
全
て
が
現
代
医
学
で
言
っ
て
い
る
よ
う
な
末
梢
神
経

障
害
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
病
源
候
論
で
は
、

「
凡
そ
脚
気
病
は
皆
風
毒
に
感
じ
て
致
す
所
に
由
る
」
と
述
べ
て
お

り
、
風
病
の
範
晴
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
安
時
代
の
和
名
類

聚
抄
で
は
脚
気
に
ア
シ
ノ
ヶ
と
訓
を
つ
け
て
い
る
が
、
こ
の
日
記
で

は
次
の
よ
う
に
カ
ッ
ケ
と
書
い
て
い
る
。
「
昨
日
ヨ
リ
足
煩
、
カ
ッ

ケ
心
ナ
リ
、
全
ク
立
チ
難
キ
間
出
ズ
」

目
マ
イ
は
現
代
語
の
目
舞
と
同
じ
で
あ
り
「
目
マ
イ
以
テ
ノ
外
煩

ウ
、
北
院
殿
御
薬
二
包
申
シ
出
、
則
時
減
ヲ
得
タ
リ
」
「
屋
ヨ
リ
出

ズ
、
ヨ
コ
ネ
ハ
良
シ
目
舞
不
食
」
の
用
例
が
あ
る
。

気
煩
は
気
分
不
快
と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
り
．
日
気
煩
平
臥

セ
リ
」
と
か
「
風
引
一
一
ヨ
リ
気
煩
、
一
日
平
臥
セ
リ
」
と
か
用
い
ら

れ
て
い
る
。
心
煩
と
い
う
の
も
次
の
よ
う
に
気
煩
と
同
じ
よ
う
な
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
心
チ
煩
ウ
間
談
義
一
一
モ
付
カ
ズ
、
坊
ヘ

モ
出
ズ
、
先
年
モ
連
を
此
ク
ノ
如
キ
時
、
風
気
心
ニ
テ
ト
仰
セ
…
」

カ
ン
ノ
虫
、
カ
ン
煩
は
次
の
よ
う
に
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
釈

る
。
「
藤
政
カ
ソ
ノ
虫
ニ
テ
目
煩
ウ
間
、
高
山
一
段
名
薬
出
ル
ノ
由
」

「
藤
政
カ
ン
煩
灸
治
沙
汰
ス
」
こ
の
カ
ン
は
渚
で
あ
ろ
う
が
、
わ
が

国
で
は
中
医
学
で
言
う
宿
よ
り
は
限
定
さ
れ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て

い
る
。気
力
虫
と
い
う
の
は
気
力
を
食
っ
て
し
ま
う
虫
と
い
う
も
の
を
想

像
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
平
胃
散
〈
気
力
虫
等
一
一
然
ル
ベ
キ

タ
ャ
ス
キ
薬
」
と
い
う
用
例
が
あ
り
、
日
常
使
わ
れ
て
い
た
病
名
の

よ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
体
の
不
調
を
虫
に
か
こ
つ
け
て
い
る
場
合
が
多
い
。

現
代
で
も
虫
の
居
所
が
悪
い
な
ど
と
言
う
通
り
で
あ
る
。
昔
は
実
際

に
寄
生
虫
症
が
多
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
当
の
虫
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
判
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）
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